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レポート A-Reports 
・27年度ブドウ販売高100億円突破
　～「ぶどう産業新時代に向けての推進大会」を開催～

・来場者に信州農産物・加工品を試飲・試食でＰＲ
　～「第10回ＪＡグループ国産農畜産物商談会」に参加～

・移転オープン見学会を開催
　～『ＪＡ虹のホール松代』の移転建設工事竣工～

・ 組合員の健康維持と地域のくらしと健康を
側面から支持 ～配置家庭薬の紹介～

重点事業方針  A-Policy 

平成28年度のスタートにあたって



平
成
28
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

全
農
長
野
県
本
部
　
県
本
部
長
　
髙
木
幸
一
郎

　

各
地
で
花
の
便
り
を
聞
く
季
節
と
な

り
、
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
農
長
野
県
本
部
で
は
、
28
年
度
総
勢

４
０
４
名
に
よ
る
新
体
制
が
整
い
ま
し

た
が
、
大
き
な
転
換
期
、
新
し
い
発
想

で
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と
成
果
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

27
年
度
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響

で
全
国
的
に
不
順
な
天
候
が
続
き
、
長

野
県
に
お
い
て
も
、
度
重
な
る
降
雹
、

夏
場
の
集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
発

生
し
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
組
合
員
の
皆
様
の
努

力
と
系
統
結
集
の
成
果
に
よ
り
、
全
農

長
野
県
本
部
取
扱
高
は
計
画
を
上
回
る

２
，
８
０
０
億
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
J
A
長
野
県
の
総
合
力
の
強

さ
の
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
締
結
に
向
け

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
承
認
案
と
国
内
対

策
の
実
施
に
必
要
な
関
連
11
法
の
改
正

法
案
を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
国
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響
試
算
は
、「
農
産

物
価
格
が
下
落
し
て
も
差
額
補
填
に
よ

り
影
響
は
少
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

国
内
対
策
は
価
格
補
填
を
約
束
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

は
単
年
度
で
終
わ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
関
税
収
入
が
見
込
め
ず
財
政
が

破
綻
し
て
い
る
国
の
ど
こ
に
財
源
を
求

め
て
い
く
の
か
、
し
か
も
、
７
年
後
に

は
も
う
一
段
の
譲
歩
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
と
な
れ
ば
、
影
響
は
更
に
深
刻

で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
が
国
内
農

業
や
国
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
の
影
響
分
析
の
十
分
な

説
明
が
必
要
で
す
が
、
情
報
開
示
が
極

一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
中
で
、
国
会
で

の
審
議
が
国
民
生
活
や
農
家
目
線
で
の

論
戦
が
で
き
る
の
か
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
農
協
法
が
４
月
よ
り
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
中
期
３
ケ
年
計
画
実
践
の

可
否
が
、
組
織
の
盛
衰
に
直
結
す
る
と

い
う
危
機
感
、
そ
し
て
、
農
業
と
地
域

づ
く
り
の
原
点
に
な
る
こ
と
を
組
合

員
・
J
A
と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
己
改
革
で
は
「
何
を
」、「
い

つ
ま
で
に
」、「
ど
う
い
う
手
法
で
」、「
ど

こ
ま
で
達
成
す
る
か
」、
自
己
改
革
の

工
程
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
組
合
員

の
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
と
徹
底
し
た
論

議
、
法
改
正
や
環
境
変
化
に
伴
う
経
営

リ
ス
ク
の
分
析
と
目
標
管
理
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

今
、
農
業
、
農
協
は
大
き
な
転
換
期

に
あ
り
ま
す
。
強
い
持
続
で
き
る
志
を

一
人
ひ
と
り
が
持
た
な
け
れ
ば
変
化
の

波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
激
流
で
す
。

一
方
で
変
化
は
体
質
改
善
の
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
ま
す
。「
成
熟
化
に
負
け
な

い
」、「
超
え
る
発
想
」、「
大
き
く
広
げ

る
革
新
」
の
志
を
持
ち
、
県
域
だ
け
で

な
く
組
合
員
と
J
A
と
と
も
に
今
よ
り

前
に
進
む
た
め
の
改
革
と
挑
戦
が
必
要

で
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
ど
の
時
代
に
お
い
て

も
普
遍
的
な
課
題
で
あ
り
、
農
協
は
そ

の
運
動
の
歴
史
が
証
明
す
る
よ
う
に
、

地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
食
と

農
業
と
地
域
と
く
ら
し
を
守
っ
て
き
ま

し
た
。

　
「
協
同
組
合
人
は
未
来
の
歴
史
を
描
く

創
業
者
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
全

農
長
野
県
本
部
は
経
営
環
境
の
変
化
を

冷
静
に
と
ら
え
、将
来
あ
る
べ
き
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を

皆
さ
ん
と
確
認
し
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
１
日

 

県
本
部
長　

髙
木
幸
一
郎

　

全
農
長
野
県
本
部
果
実
課
は
、
27
年
度
ブ

ド
ウ
販
売
高
が
平
成
15
年
度
以
来
12
年
ぶ
り

に
1
0
0
億
円
を
超
え
た
こ
と
を
受
け
、
２

月
９
日
㈫
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
「
ぶ
ど
う

産
業
新
時
代
に
向
け
て
の
推
進
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
、
Ｊ
Ａ
、
主
要

卸
売
会
社
な
ど
の
関
係
者
72
人
が
参
加
し
、

今
後
の
県
産
ブ
ド
ウ
の
展
望
と
一
層
の
振
興

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ブ
ド
ウ
販
売
高
は
前
年
比
８
%

増
の
１
０
４
億
円
余
で
、
種
無
し
巨
峰
、
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

３
品
種
で
69
％
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
〝
種
無
し
〞
に

対
応
し
、
中
で
も
種
無
し
で
皮
ご
と
食
べ
ら

れ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
が
好
調
な
販
売
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
の
ブ
ド
ウ
産
業
は
、
昭
和
50
年
頃

よ
り
巨
峰
を
中
心
に
着
実
に
伸
び
、
平
成
６

年
に
１
５
２
億
円
余
の
販
売
高
を
達
成
し
ま

し
た
。
一
方
、
品
種
多
様
化
に
向
け
欧
州
系

品
種
の
拡
大
と
施
設
化
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
栽
培
上
の
課
題
や
消
費
地
で
の

品
種
の
定
着
に
苦
戦
し
、
豪
雪
被
害
や
消
費

増
税
な
ど
の
要
因
も
重
な
り
、
近
年
は
取
扱

量
・
金
額
と
も
低
迷
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
平
成
16
年
度
よ
り
第
2
次
「
長
野
県

ぶ
ど
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
」
を
推
進
し
、
巨

峰
偏
重
の
品
種
構
成
か
ら
の
脱
却
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
く
〝
種

無
し
化
〞
へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

平
成
23
年
度
の
取
扱
高
73
億
円
余
か
ら
27
年

度
は
１
０
４
億
６
８
８
万
３
千
円
（
１
月
末

時
点
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

推
進
大
会
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
全
国
で

増
産
し
な
が
ら
も
取
引
単
価
が
上
が
っ
て
い

る
。
産
地
間
競
争
も
激
し
い
が
、
長
野
県
産

は
品
質
面
で
評
価
が
高
い
。〝
シ
ャ
イ
ン
バ

ブ
ル
〞
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
県
内
一
体
で

品
質
統
一
・
向
上
を
お
願
い
し
た
い
」（
東

京
青
果
㈱
高
橋
輝
夫
調
査
役
）、「
当
社
で
は
、

取
り
扱
う
ブ
ド
ウ
の
う
ち
15
％
が
輸
出
で
、

こ
の
う
ち
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
約
３
割

（
62
ｔ
）。
求
め
ら
れ
る
商
品
を
し
っ
か
り
と

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」（
大
果
大
阪
青
果

㈱
上
田
勝
幸
副
部
長
）、「
今
年
も
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
高
単
価

に
も
か
か
わ
ら
ず
予
想
以
上
の
販
売
が
出
来

た
。
今
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
歳
暮
・
正
月

需
要
、
台
湾
・
香
港
の
春
節
用
商
材
と
し
て

輸
出
も
期
待
で
き
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

が
冬
場
の
売
場
構
成
を
変
え
た
と
言
え
る
。

品
質
の
産
地
間
格
差
が
広
が
る
だ
ろ
う
が
、

更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」（
長
野
県
連
合
青
果
㈱
大
和
嘉
伸
部
長
）

と
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
人
気
は
当
面
続

く
と
見
通
し
ま
し
た
。
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
に

つ
い
て
も
「
市
場
で
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
栽

培
リ
ス
ク
は
承
知
し
て
い
る
が
、
生
産
を
減

ら
さ
な
い
で
欲
し
い
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
と
の
セ
ッ
ト
販
売
を
し
た
い
」
な
ど
期
待

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
の
好
調
な
販
売
で
農
家
所
得
が
増

え
、
産
地
が
明
る
く
な
っ
て
い
ま
す
。
果
実

課
で
は
今
後
、
ピ
ー
ク
時
の
１
５
０
億
円
を

目
指
し
産
地
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

▼
果
実
課

27
年
度
ブ
ド
ウ
販
売
高
1
0
0
億
円
突
破

〜「
ぶ
ど
う
産
業
新
時
代
に
向
け
て
の
推
進
大
会
」を
開
催
〜

パネルディスカッションでは県産ブドウの今後の進むべき道と
求められる産地対応について討論

2 1

品
種
の
拡
大
と
施
設
化
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
栽
培
上
の
課
題
や
消
費
地
で
の

レポート



A‒チャンネル

1
．
事
業
の
基
本
的
な
考
え
方

　

急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
や
過
疎

化
に
よ
り
、
買
物
弱
者
の
増
加
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
確
保
の
不
安
と
い
っ
た
問
題
が
顕

在
化
す
る
な
ど
地
域
組
合
員
の
活
力
が
損

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
医
療
費
が
40
兆
円
（
国
民

1
人
当
た
り
31
万
４
千
円
）
を
突
破
す
る

な
か
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
セ
ル
フ
メ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
健
康
管
理
）」

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
全
農
長
野
県
本

部 

生
活
課
・
長
野
県
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬

協
議
会
は
「
組
合
員
の
健
康
を
維
持
し
、

地
域
の
く
ら
し
と
健
康
を
側
面
か
ら
支
援

す
る
こ
と
」
を
基
本
に
、
「
医
薬
品
、
医

療
機
器
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
（
旧
改
正
薬
事
法

平
成
26
年
11
月
改
正
）
を
は
じ
め
と
し
た

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
と
、
配
置
員

に
対
す
る
資
質
の
向
上
等
を
図
り
な
が
ら

事
業
の
効
率
的
な
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
．
家
庭
薬
配
置
販
売
の
し
く
み

　

わ
が
国
に
お
け
る
配
置
販
売
業
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
富
山
の

置
き
薬
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

　

配
置
員
が
消
費
者
の
家
庭
や
企
業
を
訪

問
し
、
医
薬
品
の
入
っ
た
配
置
箱
を
配
置

し
、
次
回
の
訪
問
時
に
使
用
し
た
分
の
代

金
を
精
算
し
、
集
金
す
る
し
く
み
（「
先せ

ん

用よ
う

後こ
う

利り

」
で
す
。
配
置
員
が
配
置
し
た
薬

は
、
一
般
的
に
「
置
き
薬
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
系
統
の
配
置
家
庭
薬
事
業
も
こ
の

方
式
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

3
．
長
野
県
農
協
に
お
け
る
配
置
家
庭
薬

事
業
の
歴
史

　

昭
和
26
年
３
月
、
当
時
の
全
購
連
で
は

戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
家
庭
薬
事
業
の

再
開
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
そ

の
方
策
と
し
て
「
配
置
販
売
業

の
方
式
」
を
取
り
入
れ
、
取
扱

品
目
を
一
元
化
し
、
協
同
薬
品

工
業
㈱
製
造
の
ク
ミ
ア
イ
家
庭

薬
の
み
に
し
ぼ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

同
年
４
月
、
全
購
連
の
事
業

方
針
に
従
い
、
長
野
県
経
済
連

を
は
じ
め
、
岩
手
、
秋
田
、
山

形
、
庄
内
、
福
島
、
新
潟
、
群

馬
等
の
県
連
が
こ
の
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
本
県
で
は
60
年
余
に

亘
り
事
業
が
続
け
ら
れ
、
最
盛

期
の
昭
和
63
年
に
は
配
置
戸
数

15
万
３
千
戸
、
正
組
合
員
に
対

す
る
配
置
率
は
75
％
と
な
り
、

回
収
金
額
も
平
成
５
年
に
は

11
億
9
千
2
0
0
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

※
別
表

4
．
事
業
の
概
況

　

現
在
、
県
下
に
は
約
９
５
，
０
０
０
戸

の
配
置
先
が
あ
り
、
こ
れ
は
正
組
合
員
戸

数
１
６
０
，
５
５
４
戸
に
対
し
て
60
％
の

配
置
率
と
な
っ
て
お
り
、
配
置
先
か
ら
高

い
支
持
を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
配
置
先
を

53
名
の
配
置
員
（
東
・
南
・
中
・
北
信
の

４
支
部
体
制
）
が
１
人
当
た
り
１
，

５
０
０
戸
か
ら
２
，
０
０
０
戸
を
受
け
持

ち
、
お
よ
そ
４
ヵ
月
に
１
回
の
巡
回
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
12
〜
13
年
頃
よ
り
配
置

先
組
合
員
の
高
齢
化
・
独
居
化
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
乱
立
、
さ
ら
に
は
規
制
緩
和

に
よ
る
医
薬
部
外
品
の
一
般
小
売
店
で
の

組
合
員
の
健
康
維
持
と

地
域
の
く
ら
し
と
健
康
を

側
面
か
ら
支
持 

〜
配
置
家
庭
薬
の
紹
介
〜

生活課
［長野県クミアイ家庭薬協議会］

販
売
認
可
（
平
成
16
年
）
や
一
般
用
医
薬

品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
認
可
（
平

成
26
年
）
等
に
よ
り
、
配
置
家
庭
薬
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

配
置
先
の
１
巡
回
当
た
り
の
回
収
金
額

は
２
，
４
３
９
円
と
な
っ
て
お
り
、
１
戸

当
た
り
の
年
間
回
収
金
額
は
５
，
８
２
９

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
回

収
（
事
業
）
実
績
は
５
億
８
，
２
０
０
万

円
と
事
業
計
画
の
６
億
６
，
０
０
０
万
円

に
対
し
て
計
画
比
88
％
、
前
年
実
績

６
億
２
，
８
０
０
万
円
に
対
し
て
前
年
比

93
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
因
み
に
使
用

配
置
薬
の
代
金
支
払
方
法
は
、
現
金
が

48
％
・
口
座
扱
い
が
52
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
拡
大
策
並
び
に
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬

の
配
置
先
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
と
し
て
、
①

新
規
配
置
戸
数
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
②
巡

回
戸
数
拡
大
運
動
③
セ
ー
ル
ス
ア
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル
④
春
夏
・
秋
冬
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

⑤
上
期
・
下
期
特
別
推
進
⑥
ご
利
用
感
謝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⑦
得
々
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⑧

ビ
タ
パ
ッ
シ
ョ
ン
試
飲
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
⑨
配
置
員
グ
ル
ー
プ
計
画
達
成
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
運
動
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

5
．
今
後
の
配
置
家
庭
薬
事
業
に
つ
い
て

　

今
後
の
本
県
に
お
け
る
配
置
家
庭
薬
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
期
中
期
３
ヵ

年
計
画
の
中
で
は
、
組
合
員
（
利
用
者
）

の
健
康
維
持
管
理

の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
「
健
康
増
進
事

業
」
と
し
て
の
配

置
家
庭
薬
の
普
及

推
進
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
を
謳
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、

J
A
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
新
規
配

置
戸
数
の
拡
大
策

の
実
施
や
、
既
存

配
置
先
に
対
す
る

各
種
サ
ー
ビ
ス
レ

ベ
ル
の
向
上
、
新

た
な
世
代
へ
の
配

置
家
庭
薬
の
拡
大

を
目
指
し
た
P
R

の
実
施
、
更
に
は

中
山
間
地
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
、
介
護
関
連

用
品
お
よ
び
健
康
関
連
商
品
の
お
届
け

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

年度（平成） 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
回収額（千円） 1,167,156 1,158,769 1,086,491 1,013,625 952,663 934,053 853,649 827,007 814,245 751,147 743,268 727,251 689,999 628,350 581,733
配 置 員 数 62 61 60 59 58 56 55 55 54 54 54 54 54 54 54
総 農 家 戸 数 197,000 194,000 192,000 190,000 189,000 187,000 184,000 175,814 172,276 169,644 167,974 165,943 165,837 164,574 160,554 
配 置 戸 数 132,586 129,281 127,039 125,178 123,154 119,687 116,850 114,192 111,573 109,094 106,483 103,919 101,843 99,711 97,097
普 及 率 67.3 66.6 66.2 65.9 65.2 64.0 63.5 65.0 64.8 64.3 63.4 62.6 61.4 60.6 60.5 
配置戸数前年増減 -4,850 -3,305 -2,242 -1,861 -2,024 -3,467 -2,837 -2,658 -2,619 -2,479 -2,611 -2,564 -2,076 -2,132 -2,614 
年間１戸回収額 8,803 8,963 8,552 8,097 7,736 7,804 7,306 7,242 7,298 6,885 6,802 6,998 6,775 6,295 5,829

平成
12年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度
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140000

（千円・1戸回収額） （配置戸数）

※別表　長野県「配置家庭薬」実績推移表
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A‒チャンネル重点
事業方針



　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
３
月
９
日
㈬
と
10
日
㈭
の
２

日
間
、
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
第
10
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
」

に
参
加
し
、
県
内
Ｊ
Ａ
や
関
連
会
社
な
ど
が
農
産
物
や
農

産
加
工
品
の
試
食
・
試
飲
を
す
す
め
な
が
ら
、
来
場
者
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
、
地
元
の

農
畜
産
物
を
小
売
業
・
流
通
業
・
加
工
業
者
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

し
、
全
国
的
な
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、

全
農
長
野
県
本
部
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
、

Ｊ
Ａ
須
高
（
㈱
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
す
こ
う
）、
Ｊ
Ａ
中

野
市
、
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
、
長
野
興
農
㈱
、
森
食
品
工

業
㈱
が
出
展
し
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
は
「
昨
年
か
ら

好
評
で
あ
っ
た
商
品
は
今
年
も
引
き
合
い
が
強
か
っ
た
。

今
後
は
原
料
供
給
先
も
検
討
し
つ
つ
、
商
品
企
画
の
提
案

を
し
て
い
き
た
い
」「
訪
問
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、

今
後
情
報
交
換
を
進
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
か
ら
は
「
商
談

会
へ
の
場
慣
れ
が
必
要
で
、
商
品
の
見
せ
方
、
試
食
提
供

の
方
法
に
改
良
の
余
地
が
あ
る
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を

図
り
た
い
」「
供
給
側
が
販
売
側
と
直
接
商
談
す
る
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
商
談
が
進
む
と
感
じ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
商
談
会
に
は
１
７
３
の
出
展
者
が
参
加
し
、
２
日

間
で
３
，
７
６
７
人
の
関
係
者
が
訪
れ
、
会
場
は
連
日
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

 

▼
J
A
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
･
生
産
販
売
部

来
場
者
に
信
州
農
産
物
・
加
工
品
を
試
飲
・
試
食
で
Ｐ
Ｒ

〜「
第
10
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
」に
参
加
〜

　

９
月
よ
り
進
め
て
い
た
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
松

代
地
区
斎
場
『
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
松
代
』
の
移
転

建
設
工
事
が
竣
工
し
、
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
に

移
転
オ
ー
プ
ン
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
、
２
日
間
で
７
１
８
組
・
約
１
，

２
０
０
名
と
、
大
変
多
く
の
方
に
ご
来
場
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
会
員
に
は
新
た
に

59
組
の
入
会
を
頂
き
、
新
し
い
ホ
ー
ル
と
Ｊ
Ａ
の

葬
祭
事
業
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

新
た
な
ホ
ー
ル
は
、
通
夜
施

設
や
小
規
模
の
葬
儀
に
も
対
応

し
た
法
事
室
な
ど
を
備
え
、
利

用
者
の
皆
様
に
十
分
満
足
し
て
頂
け
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
松
代
』の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
管
内
の
全
て
の
斎
場
で
通
夜

の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様

に
一
層
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
施
設
の
充
実
に
負
け
る
こ
と
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
訪
問
介
護
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
に

福
祉
車
両
５
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
福
祉

車
両
の
寄
贈
は
８
年
連
続
で
、
寄
贈
台
数

は
今
回
を
含
め
て
66
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
県
本
部
の
髙
木
幸
一
郎
本
部
長
は
、

３
月
14
日
㈪
に
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ

ル
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
、「
高
齢
化
が

進
む
中
、
在
宅
介
護
の
重
要
性
は
増
し
て

い
ま
す
。
山
間
地
域
も
あ
り
使
い
勝
手
の

良
い
四
輪
駆
動
車
を
介
護
や
医
療
の
現
場

で
有
効
活
用
し
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
の
内
堀
茂
理

事
長
は
「
今
後
在
宅
医
療
・
福
祉
の
重
要

性
は
一
層
高
ま
り
、
訪
問
介
護
の
守
備
範

囲
は
広
が
り
ま
す
。
地
域
医
療
の
現
場
で

は
欠
か
せ
な
い
足
と
し
て
、
大
事
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
し
た
車
両
は
、
新
町
病
院
に

２
台
、
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ

み
病
院
、
篠
ノ
井
病
院
、
下
伊
那
厚
生
病

院
に
１
台
ず
つ
配
備
さ
れ
、
訪
問
介
護
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
訪
問
介
を
サ
ポ
ー
ト

〜
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
に
福
祉
車
両
を
寄
贈
〜

生
活
課
・
㈱
長
野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ

総
務
広
報
課

移
転
オ
ー
プ
ン
見
学
会
を
開
催

〜『
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
松
代
』の
移
転
建
設
工
事
竣
工
〜

【ＪＡ虹のホール松代】
住所：長野市松代町西寺尾１３５６　電話番号：０２６‐２７８‐８６４４
【施設紹介】
①通夜施設
　 全室バリアフリー。リビングは床暖房・空気清浄器・テレビ・システムキッチン完備。浴
室にはジェットバス・打たせ湯を完備。

②葬儀式場
　最大１００名まで収容可能。充実した音響設備と可動式スクリーンを設置。
③法事室
　法事・会食・小規模の葬儀に対応。
④会食会場
　最大１００名まで収容可能。また、仕切りにより４０名までの少人数にも対応可能。

訪問看護に役立てられる贈呈車 ゴールデンキーを持つ内堀理事長と髙木本部長ら
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生
活
課
・
㈱
長
野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ

レポート



平成28年度　機構・要員・分掌について
Ⅰ
．
基
本
的
な
考
え
方

１
． 

中
期
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
28
〜
30
年
度
）
並

び
に
中
期
事
業
計
画
（
平
成
28
〜
30
年
度
）
に
基

づ
き
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
お
よ
び
子
会
社
と
統
一
し
た

戦
略
の
も
と
、
効
率
的
一
体
的
事
業
運
営
体
制
を

つ
う
じ
た
県
本
部
機
能
の
発
揮
に
よ
り
、
農
業
所

得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
組
む
機
構
・
分

掌
と
す
る
。

２
． 

営
農
指
導
、
生
産
（
生
産
販
売
、
生
産
購
買
、

畜
産
酪
農
）
事
業
に
お
い
て
は
、
長
野
県
農
業
の

生
産
基
盤
強
化
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
、
営
業
力
強
化

に
よ
る
顧
客
確
保
、
仕
入
れ
強
化
・
生
産
流
通
コ

ス
ト
削
減
に
よ
る
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
を
目

指
す
体
制
を
構
築
す
る
。
生
活
事
業
に
お
い
て
は
、

事
業
分
野
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
競
争
力
強
化
を

は
か
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
目
指
す
体
制

を
構
築
す
る
。

３
． 

県
本
部
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
再
構
築
、
県
本
部
総
合
経

営
管
理
制
の
堅
持
に
よ
り
、
部
門
別
事
業
競
争
力

強
化
と
経
営
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
、
県
域
結
集

の
拡
大
と
成
果
を
得
る
県
本
部
の
運
営
を
行
な
う
。

４
． 

事
業
・
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
業
務
体
制

を
確
立
し
、
専
門
的
業
務
の
継
続
性
お
よ
び
事
業

の
効
率
性
の
維
持
強
化
を
は
か
り
、
要
員
は
多
様

な
雇
用
形
態
に
よ
る
効
率
的
な
体
制
と
す
る
。
な
お
、

継
続
雇
用
制
度
導
入
に
伴
う
再
雇
用
職
員
は
、
キ
ャ

リ
ア
を
踏
ま
え
た
配
置
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

Ⅱ
．
機
構
・
分
掌
・
要
員
の
主
な
変
更
内
容

１
． 

J
A
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー

⑴ 

中
心
的
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
体
制
整
備

と
相
談
・
事
業
対
応
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
同

セ
ン
タ
ー
内
に
担
い
手
対
応
専
任
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
中
心
的
担
い
手
対
応
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能

を
果
た
す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
同
行
訪
問
や
直

接
ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
行
な
う
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

担
い
手
支
援
体
制
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
農
業

経
営
管
理
・
担
い
手
支
援
グ
ル
ー
プ
」
を
「
担
い

手
支
援
グ
ル
ー
プ
」
に
名
称
変
更
を
行
な
う
。

⑵ 

花
き
生
産
振
興
業
務
に
つ
い
て
は
、
総
体
的
な
営

農
指
導
に
係
わ
る
業
務
を
除
き
、
野
菜
花
き
課
に

新
設
す
る
「
花
き
グ
ル
ー
プ
」
に
移
管
す
る
。

2
． 

生
産
販
売
部

⑴ 

大
規
模
生
産
者
等
共
販
対
策
推
進
、
集
出
荷
施
設

共
同
利
用
等
の
計
画
策
定
、
輸
出
事
業
強
化
、
買

取
販
売
方
式
検
討
、
総
合
宣
伝
強
化
、
そ
の
他
総

合
的
な
園
芸
事
業
強
化
お
よ
び
部
の
統
括
を
行
な

う
た
め
、
新
た
に
「
生
産
販
売
企
画
課
」
を
設
置

す
る
。

⑵ 

営
農
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
花
き
振
興
業
務
の
一

部
を
野
菜
花
き
課
へ
移
管
し
、
生
産
振
興
か
ら
販

売
ま
で
の
一
貫
し
た
業
務
体
制
と
す
る
。
あ
わ
せ

て
、花
き
生
産
振
興
強
化
の
た
め
、同
課
内
に
「
花

き
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
「
グ
ル
ー
プ
長
」
を
配

置
す
る
。

3
． 

生
活
部

⑴ 

生
活
課
の
宅
配
・
共
同
購
入
・
店
舗
品
目
は
、
組

織
購
買
お
よ
び
物
流
に
お
い
て
関
連
す
る
事
業
が

多
い
こ
と
か
ら
、
柔
軟
で
総
合
的
な
対
応
を
可
能

に
す
る
た
め
、「
ま
ご
こ
ろ
宅
配
セ
ン
タ
ー
」
を

生
活
課
内
の
分
掌
体
制
と
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

「
ま
ご
こ
ろ
宅
配
セ
ン
タ
ー
松
本
駐
在
」
は
、「
生

活
課
松
本
駐
在
」
に
改
称
す
る
。

人
事
異
動

全
農
長
野
県
本
部（
平
成
28
年
３
月
４
日
付
）

〈
部
長
級
〉

▽
業
務
点
検
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部 

 

（
北
信
事
業
所
長
）宇
都
宮
正
喜

▽
総
合
企
画
部
長 

（
管
理
部
副
部
長
）山
﨑
邦
雄

▽
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
生
産
振
興
グ
ル
ー
プ

 

（
南
信
事
業
所
長
）沖
村
俊
彦

▽
生
活
部
長 

（
同
部
副
部
長
）伊
藤
隆
史

▽
東
信
事
業
所
長 

（
総
合
企
画
部
長
）佐
藤
正
彦

▽
南
信
事
業
所
長 （
生
産
販
売
部
副
部
長
）武
井
浩
三

▽
北
信
事
業
所
長 （
生
産
販
売
部
副
部
長
）小
林
寛
久

▽
生
産
販
売
部
付 

（
東
信
事
業
所
長
）三
石
則
孝

▽
同
部
付 

（
管
理
部
付
）倉
沢
俊
朗

▽
生
活
部
付 

（
生
活
部
長
）内
田
正
俊

〈
副
部
長
級
〉

▽
管
理
部
副
部
長
兼
総
務
広
報
課
長 

 

（
同
部
総
務
広
報
課
長
）山
田
展
靖

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
生
産
販
売
企
画
課
長

 

（
同
部
副
部
長
兼
果
実
課
長
）片
桐
雅
樹

▽
同
部
副
部
長
兼
き
の
こ
課
長 

 

（
同
部
副
部
長
兼
営
業
課
長
）竹
内　

聡

▽
畜
産
酪
農
部
副
部
長
兼
酪
農
課
長 

 

（
同
部
酪
農
課
長
）西
澤
孝
典

▽
東
信
事
業
所
次
長
兼
野
辺
山
駐
在
所
長

 

（
同
事
業
所
野
辺
山
駐
在
所
長
）岩
崎
直
樹

▽
中
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長

 

（
同
事
業
所
生
活
課
長
）和
田　

敏

▽
生
産
販
売
部
付 （
生
産
購
買
部
副
部
長
）永
井
俊
幸

▽
畜
産
酪
農
部
付 （
総
合
企
画
部
企
画
課
）滝
沢
英
俊

▽
同
部
付﹇
出
向
先
変
更
﹈ 
（
同
部
付
）依
田
秀
樹

〈
課
長
級
〉

▽
管
理
部
人
事
課
長 

 

（
名
古
屋
販
売
事
務
所
次
長
）小
林
正
明

▽
生
産
販
売
部
米
穀
課
長

 

（
東
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
）長
谷
川
孝
治

▽
同
部
果
実
課
長

 

（
南
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
）竜
野　

竜

▽
同
部
営
業
課
長

 

（
同
部
き
の
こ
課
長
代
理
）井
出
光
俊

▽
生
産
購
買
部
農
業
機
械
課
長

 

（
同
部
農
業
機
械
課
長
代
理
）宮
澤
秀
実

▽
生
活
部
生
活
課
長 

（
同
部
付
）依
田　

稔

▽
東
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長

 

（
東
京
販
売
事
務
所
次
長
）吉
村
智
之

▽
南
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長

 

（
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
企
画
グ
ル
ー
プ
長
代
理
）

 

那
須
裕
史

▽
東
京
販
売
事
務
所
次
長

 

（
東
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
代
理
）北
原
秀
樹

▽
名
古
屋
販
売
事
務
所
次
長

 

（
生
産
販
売
部
野
菜
花
き
課
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
長
）

 

豊
森
俊
行

▽
管
理
部
付 

（
管
理
部
経
理
課
長
代
理
）竹
内
範
満

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
３
月
12

日
㈯
13
日
㈰
の
２
日
間
、
東
京
・
渋
谷
の
代
々

木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
食
に
っ

ぽ
ん
の
食 

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
展
し
、

リ
ン
ゴ
、
き
の
こ
、
加
工
品
を
試
食
販
売
し
ま

し
た
。

　

サ
ン
ふ
じ
と
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
の
試
食
は

「
こ
の
時
期
に
こ
ん
な
に
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を

買
え
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
」「
リ
ン
ゴ
は

毎
日
食
べ
る
の
で
、何
個
あ
っ
て
も
足
り
な
い
」

と
５
個
、
10
個
と
購
入
す
る
お
客
様
が
多
く
い

ま
し
た
。
き
の
こ
は
、
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し

め
じ
、
エ
リ
ン
ギ
、
大
粒
な
め
こ
、
山
茶
茸
を

販
売
し
ま
し
た
。
き
の
こ
は
冷
凍
保
存
が
で
き

る
こ
と
を
ご
存
知
の
お
客
様
や
「
冷
蔵
庫
に
い

つ
も
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ
れ
た
き
の
こ
汁
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
販
売
（
限
定
２
０
０
食
）
は
開
始
前
か

ら
長
い
列
が
で
き
、
長
野
県
産
き
の
こ
の
お
い

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
長
野
県
産

農
産
物
の
味
を
紹
介
し
な
が
ら
産
地
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

都
内
で
長
野
県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

〜「
ふ
る
さ
と
の
食
に
っ
ぽ
ん
の
食
」に
出
展
〜

　

長
野
県
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
作
っ
た
花
束
を
持
っ
て
歩
い
て
も
ら

お
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
「
信
州
フ
ラ
ワ
ー

ウ
ォ
ー
ク
」
が
３
月
14
日
㈪
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
農
長
野
県
本
部
、
J
A
上
伊
那
、

南
信
ハ
ウ
ス
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
組
合
な
ど
が
主

催
と
な
り
、
長
野
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
や
転
勤
、
退
職
、
卒
業
な
ど
花
を

贈
る
こ
と
が
多
い
３
月
に
、
長
野
県
産
切
花
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
今
年
で
５
年
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
Ｊ

Ａ
上
伊
那
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
南
信
ハ
ウ
ス

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
組
合
が
提
供
し
、
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
花
束
を
制
作
。
Ｊ
Ａ
長
野
県

ビ
ル
と
長
野
県
庁
で
の
予
約
販
売
で
、
約

５
０
０
束
の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
御
子
柴
茂

樹
組
合
長
と
南
信
ハ
ウ
ス
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
組

合
の
福
沢
一
郎
組
合
長
、
上
条
正
明
副
組
合
長

が
長
野
県
の
中
島
理
恵
副
知
事
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
御
子
柴
組
合
長
は「
長

野
県
と
い
う
と
果
樹
と
野
菜
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
、
花
き
生
産
が
盛
ん
な
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
か
ら
も
情
報
発
信
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
中
島
副

知
事
は
「
花
は
心
を
和
ま
せ
、
幸
せ
な
気
持
ち

に
さ
せ
ま
す
。『
し
あ
わ
せ
信
州
』
実
現
の
た

め
に
も
花
の
普
及
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
は
南
信
ハ
ウ
ス
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
組
合
の
福
沢
組
合
長
が
当
県
本
部
の
小
林
哲

男
副
本
部
長
に
花
束
を
贈
呈
し
、「
こ
の
よ
う

な
活
動
が
広
が
り
、
花
き
消
費
が
伸
び
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
話
す
と
、小
林
副
本
部
長
は
「
花

を
贈
る
習
慣
が
国
内
に
定
着
す
る
と
い
い
。
今

日
の
帰
り
道
は
花
束
を
持
っ
て
、
歩
い
て
帰
り

ま
す
」
と
応
え
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
、
こ
の
時
期
の
消

費
が
定
着
す
る
よ
う
取

組
み
を
継
続
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
は
花
束
の
お
返
し
を

〜
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
〜

J
A
長
野
県
農
産
物
P
R
協
議
会

野
菜
花
き
課

小林副本部長に花束を贈呈する南信ハウス
カーネーション組合青年部の太田和宏代表

中島副知事に花束を贈呈したJA上伊那と南信ハウスカーネーション組合の代表ら

チャリティー販売のきのこ汁を受け取る来場者 長野県産品を買い求める来場者が絶えませんでした
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こ
の
時
期
は
決
ま
っ
て
、

別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

私
達
の
職
場
も
人
事
異
動
が

あ
り
ま
す
し
、
定
年
退
職
す

る
先
輩
方
、
そ
し
て
新
し
く

仲
間
と
な
る
新
採
用
職
員
の

面
々
が
加
わ
る
・
・
と
い
う

よ
う
に
、
周
囲
に
変
化
が
起

き
ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
中

で
も
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
や
身
内
の
方
々
が
新
入

学
や
進
級
、
就
職
な
ど
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
環

境
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
方

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
不
安
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
何
と

言
っ
て
も
睡
眠
と
食
事
！　

お
い
し
い
信
州
産
農
畜
産
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
!!
新
年
度
も

全
農
長
野
県
本
部
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
Ｙ
）

4月のテレビ・ラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

4/5㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」
牛乳料理について（1級フード
アナリスト中島麻希さん出演）

4/12㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 御柱祭イベント出展の様子

4/19㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 ブラック&ホワイトショーの様子

4/26㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 16,140 103 95 

果 実 35,648 110 106 

野 菜 花 き 72,431 119 111 

野菜種苗センター 194 103 101 

き の こ 20,775 94 99 

営 業 13,856 97 104 

生 産 販 売 部 計 159,045 109 106 

包 装 資 材 8,655 95 103 

生 産 資 材 12,604 103 104 

農 業 機 械 6,398 104 114 

施 設 住 宅 4,344 123 136 

生 産 購 買 部 計 32,000 103 109 

畜 産 12,230 116 106 

三 岳 牧 場 273 120 114 

SPF繁殖センター 246 96 96 

酪 農 17,058 104 104 

八 ヶ 岳 牧 場 247 91 101 

畜 産 酪 農 部 計 30,054 109 105 

燃料・ホームエネルギー 21,806 89 77 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 9,398 98 87 

生 活 12,061 97 94 

生 活 部 計 43,266 93 83 

長 野 県 本 部 計 264,364 105 91 

参考（A・コープを除く） 264,364 105 102 

平成27年度2月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

(内部販売高含む)

4月の動き▶

生産販売部
畜産酪農部

4月8日㈮～
4月10日㈰

御柱祭下社山出し「ふるさと
ブース」「おもてなし交流パー
ク」出店
観覧席と下諏訪駅で県産農畜
産物をＰＲします。

き の こ 課 4月23日㈯～
4月24日㈰

ナガノきのこ大祭2016
長野市ビッグハット
「きのこゆるキャラぬりえコン
テスト」や会場内の『びっく
りきのこ』を探して写真を撮っ
て賞品をGETする「びっくり
きのこ探し・撮り」など楽し
いイベントが盛り沢山です。

畜 産 課 4月7日㈭ 4月期長野県中央家畜市場
長野県中央家畜市場

酪 農 課 実施中～
5月20日㈮

農協牛乳＆八ヶ岳牛乳
「祝・御柱祭キャンペーン」
牛乳パックについている応募
券4枚一口で応募すると、信州
プレミアム牛肉などが当たる
キャンペーンです。

管理部人事課　浦野 ・ 神山（ごうやま）
〒３８０-８６１４ 長野市大字南長野北石堂町１１７７番地３
TEL026-236-2160　E-mail nn-jinji@nn.zennoh.or.jp

お問い合わせ先

応募方法など詳細が決まり次第ホームページ等でお知らせいたします。

http://www.nn.zennoh.or.jp/

2017年度
新採用職員
募集

明日の食と農を
支えるチカラ
募集します。

総合企画部

管　理　部

JA長野県
営農センター

業務点検・
コンプライアンス部

生産販売部

生　活　部

南信事業所

県本部運営委員会

生産購買部

畜産酪農部

人事課

経理課

総務広報課

情報システム課

企画課

SS協同経営課

生活課

燃料・ホームエネルギー課

農業振興グループ

担い手支援グループ

営農企画グループ

県本部長

副本部長

東信事業所

北信事業所

米穀課

生産販売企画課

果実課

きのこ課

営業課

中信事業所

農機協同経営グループ
農業機械部品センター
農業機械整備センター

施設住宅課中南信駐在

中央家畜市場

クミアイプロパン松本センター
LPガス監視センター

八ヶ岳牧場

ミルクステーション
（あさま、伊那、あづみ野、北信）

SS協同経営課駐在（東北信・南信・中信） SS協同経営店舗

協同経営農業機械センター

生活課松本駐在

花きグループ

営農技術員サポートセンター

JAファームセンター

畜産課

酪農課

大阪販売事務所

東京販売事務所

名古屋販売事務所

福岡販売事務所

長野販売事務所

野菜花き課

生産資材課

農業機械課

包装資材課

施設住宅課（全農長野一級建築士事務所）

東北信検査室
中南信検査室

松本肉畜販売所
SPF豚繁殖センター
三岳牧場

東信畜産酪農センター
JA中信畜産酪農営農センター
JA北信畜産酪農営農センター

生産販売課
野辺山駐在所
営農資材課
生活課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

野菜種苗センター

平成28年度　全農長野県本部機構図

表紙は、生産販売部 総合宣伝の取組みとして制作した、当県本部農産物PRキャラクター

「信州力」（シンシュウリキ）の新CMで、3月末より長野県内で放映中です。総合宣伝の

取組みについての詳細は、本誌2015年10月号（vol.437）をご覧ください。
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com




